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2022（令和 4）年度 ８回大阪産業大学校友会 幹事会議事録 要約 

 

開催日時： 2022（令和 4）年 11 月 19 日（土曜） 16：45～17：58 

開催場所： 梅田サテライト・on-line ツール（zoom）及び対面 

 

<1. 確認事項> 

（１）令和 4 年度第 7 回大阪産業大学校友会幹事会議事録（案）および要約（案）について 

議事録（案）および要約（案）は、11 月 21 日・12 時までに確認し、加筆修正が無い場合は 12 月

10 日の幹事会で承認の報告を行う。 

（２） 第 12 回支部長懇談会議事録（案）について 

議事録（案）および要約（案）は、11 月 21 日・12 時までに確認し、加筆修正が無い場合は 12 月

10 日の幹事会で承認の報告を行う。 

 

<2. 報告事項> 

（１）会長 

ホームカミングデーの参加者数について、今後のイベントでは参加者を増やす方法について検

討の要請があった。イベントには、インセンティブを付ける。支部総会でのイベント告知および声が

けを行うなど。 

（２）運営事業部会 

① 第 8 回幹事会の協議事項のホームカミングデーの反省について検討した 

② 福井県支部の廃止について検討した 

（３）広報事業部会 

凡友 96 号（令和５年９月発刊予定）について、紙面の構成について検討した。 

（４）就職支援委員会 

① 株式会社マイナビワークス提供のサービス利用者数 

報 告 期 間： 10 月 16 日～11 月 15 日 

期間中内定者： 0 名 

 Web 経由登録者 エントリー者 面談者 内定者 

校友会 0 0 0 0 

ジョブ 20‘s  15 5 1 

ジョブ 20‘s 累計 0 114 37 5 

※ 1 名の内定者報告は第 7 回幹事会の追加報告済 

② オムロンエキスパートリンク株式会社提供のサービス利用者数 

利用者実績： 10月 16 日～11 月 15 日（9/10～：土曜日・10 時～17 時） 

期間中内定者： 1名(株式会社きんでん（23年4月入社）) 

全体 

登録数 

面談予約件数 架電件数  

内定件数 
面談件数 通話件数 

106 

（累計） 

5 15 
1 

5 4 

 

卒業 

年度 学部 学科 決定企業名 決定職種 雇用形態 
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確認中 確認中 〃 株式会社きんでん（23年4月入社） 技術職 正社員 

 

（５）校友会活性化 PJ 委員会  

ヒアリングシートの回答数について、正会員向けのヒアリングシート回答率：幹事（25 名/29

名・約 86.2％）、支部長（82 名/93 名・約 88.1％）、代議員（27 名/35 名・約 77.1％）、一般会員

（703 名（QR コード回答：359 名、郵送：344 名）、在学生（377 名（29 日分：218 名、30 日分 138 名、事務局提出分：21

名））であった。 

（６）選挙管理委員会  

本日の第 8 回幹事会前に開催する立ち合い演説会開催と、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、会長選挙方法の変更について幹事会で提案する。 

（７）校友会個人情報管理委員会（仮称） 

本日の第 8 回幹事会の審議事項である「個人情報提供の申請書並びに誓約書について」で取

り扱われる各種申請書などは、現行の情報保護法等に照らし合わせ、見直しが必要と考えられる。 

（８）支部総会（富山県支部）  

報告書に基づいて、支部総会の報告があった。 

（９）その他 

１）ホームカミングデーでのクオカードの贈呈について 

ヒアリングシート回答枚数とクオカード残数の誤差は 42 枚となった。理由として、大学祭初日

の 29 日にヒアリングシートの回答用紙が足らなく、1 枚のヒアリングシートに複数の学生に回答

したもらい、回答者にクオカードを渡した。クオカードは現金と同じであり、今後はその取り扱

いに留意する。 

２）大阪産業大学と野迫川村との連携協定についての校友会支援について 

第 8 回幹事会資料「第 11 回支部長懇談会のご意見と回答についての中の「大阪産業大学と

野迫川村との連携協定について」、大阪泉州支部と奈良県支部の支部間連携から校友会全

体でのプロジェクトとして幹事会に専門部会設置を依頼について運営部会で検討して幹事会

で協議をお願いするとの依頼があり、運営事業部会で検討し、次回の幹事会で協議すること

になった。 

 

<3. 審議事項>  

（１）校友会表彰規程（改正案）・校友会学生振興支援基金規程（案）・校友会会計規程（案）について  

3 つの規程（案）の一括審議の結果、原案のとおり承認された。 

① 大阪産業大学校友会表彰規程（改正案）：現行の「彰規程」を基本に制定 

ⅰ. 名称変更 

ⅱ. 「顕彰」と「表彰」の対象者の違いの説明 

② 大阪産業大学校友会学生振興支援基金規程：現行の「学生表彰規程」を基本に制定 

ⅰ. 名称変更 

ⅱ. 幅広い学生への援助を行う 

ⅲ. 特別会計（寄付金等も入れる）を計上し援助を行う 

ⅳ. 取り消し規程を設けた 

③ 大阪産業大学校友会 会計規程（案） 

ⅰ. 新設規程となる 

具体的な支援金額は、幅広く支援を行うため現在合議で運用を行い将来的に金額の設定を行う。 

（２）令和 5 年度校友会予算の編成方針について 

資料に基づいて説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

① 2023 年度の学生数予想は、18 歳人口の減少傾向が大きくなり本学の 2022 年度入学者も大幅

減のため、2022 年度に対し 254 名程度減となることを予想する 
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② 2023 年度は、収入で前年度比-4.5%が予想されるため、予算は前年度比-6.2%の 36,915,000

円となるが、前年度比-5.0%を基本方針として計上する 

③第 10 回幹事会（2023 年 1 月開催予定）での協議事項とする 

④ 事務局より予算作成のフォーマットを各部長へメール配信を行う。2023 年 1 月 10 日までに第 1

回の各部会予算案を事務局へ提出する。 

（３）次期会長候補者選挙の投票方法について 

資料に基づいて説明があり、審議（過半数の賛成）の結果、今回提案する選挙の方法は前例としな

いことを再確認し原案とおり承認された。 

① 新型コロナウイルス感染症の対応のため投票方法を変更する 

② 郵便投票（無記名）とする 

③ 候補者の得票数が同数となった場合はくじ引き抽選とする 

（４）幹事会日当・交通費等の支払い方法の変更について 

事務局長より説明があり、審議の結果、原案（半年ごとの支払いを月締め支払いに再変更）のとおり

承認された。 

（５）校友会個人情報管理委員会（仮称）委員の補充について 

宇崎敏明副会長が推薦され、委員となることが承認された。 

（６）吹奏楽部「クリスマスコンサート 2022」広告賛助について 

資料に基づいて説明があり、審議の結果、広告助成金は３万円（A4 全面）とする。「クリスマスコンサ

ート 2022」の助成金の申請があれば支援を行うことが承認された。 

（７）体育会男子バスケットボール「「第 74 回全日本バスケットボール選手権大会」出場の助成金につ

いて 

資料に基づいて説明があり、審議の結果、原案のとおり 3 万円を助成金することが承認された。 

（８）個人情報提供の申請書並びに誓約書について 

資料に基づいて説明があり、審議の結果、建築・環境デザイン学科の卒業・修了研究展の案内送

付のため、卒業生の氏名・住所のタックシールを有償で提供することが承認された。 

（９）校友会ネクタイの追加制作について 

審議の結果、校友会ネクタイを 100 本制作することが承認された。 

 

<4. 協議事項>  

（１）令和 4 年度ホームカミングデー開催の反省事項について 

資料に基づいて説明があり、反省事項を今後の各種イベントに活かすことになった。 

（２）福井県支部の取り扱いについて 

福井県支部の廃止について、運営事業部より次回の第 9 回幹事会で審議事項として提案

を行う。 

 

以上 


